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中標津町自治推進会議 委員の皆さまへ

なかしべつ町民活動ネットワーク

代表 本間 玲子

「中標津町の自治のあゆみ（仮）」作成について（案）
～“「みんなの力で明るい豊かなまちをつくる」という町民憲章を尊重し、自ら考え、行動し、

決定することによる、町民が主体の自治の実現の最高規範”

制定による変化を「見える化」するために～

《現状》

・課題

自治基本条例策定時に「そもそも条例は必要か？」と、策定委員から疑問が出されたこ

とから、先に制定した他自治体へヒアリングを行ったことがある。その時に条例の必要性

を強く認識したのと同時に、策定後も条例を軸に積極的にまちづくりを行う自治体もあれ

ば、会議を開くのみの自治体もあり、自治への取り組みに明暗が見られた。そのため本会

議では、「“自治”ってなに？」というテーマで、制定時や５年目のイベントや「じわじわ

アンケート」など、自治について考える機会を積極的につくってきた。現場でも、町民と

行政の協働の取り組みが増えていると認識しているが、現時点ではあくまでも肌感覚であ

り、「条例ができて、自治や協働が進んだ」と公式に提示できる資料はないと考えている。

・原因

条例策定時のヒアリングで、「条例ができたからといって、すぐに変化するものではな

い」とニセコ町の策定委員からアドバイスがあった。同町でも、10 年目に一区切りのイベ

ントを開いている。実際、本町でも会議のあり方や協働のバランスについて手探りが続き、

10 年目にして、ようやく中標津町らしい自治への道のりが見えてきたところではないか

と思う。

《提案》

・解決策

中標津町自治基本条例を制定したことにより、協働や町民の自治意識がどのように高ま

ってきたのか、なかしべつ町民活動ネットワーク（通称：N-CAN）では、過去の協働の事例

や自治の取り組みとして知りうるもの、団体が関わったものを記録に残してきた。

これをベースに他の動きを加え、「中標津町自治のあゆみ（仮）」を本会議終了時の成果

資料として作成してはどうだろうか？と考えた。 ※追加案：昨年実施の「ひろばカフェ」

など

会議資料２



・効果

本会議の中標津町自治基本条例に対する諮問・答申において、「この条例によって自治

が進んだ」と明確に「あゆみ（仮）」として整理され、見える化し、表から協働や自治の進

み具合を評価できるようになることで、これまでの取り組みそのものが、成果として定義

されることに繋がると考える。さらに、そのように評価ができることで、町民も行政も今

後の自治のまちづくりへの励みと参考になり、自治と協働をさらに進めることになるだろ

う。

参考資料 1 中標津町の自治と協働のあゆみ

（令和５年３月なかしべつ町民活動ネットワーク作成）



参考資料 2 「対話による協働のまちづくり」の取り組み

（令和５年３月なかしべつ町民活動ネットワーク作成）


